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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、アルギニンバソプレシンの受容体として作用する。この受容体は、AVPR1A、V2R、OXT受容体を含むGタンパク質共役受容体のサブファミリーに属する。その活性は、ホスファチジルイノシトール-カルシウムセカンドメッセンジャー系を刺激するGタンパク質によって媒介される。この受容体は主に下垂体前葉に局在し、ACTHの放出を刺激する。ACTH分泌性下垂体腺腫や、異所性ACTH症候群の原因となる気管支カルチノイドにおいて高発現している。この遺伝子のスプライスされたアンチセンス転写産物が報告されているが、その機能は不明である。[RefSeq提供、2008年7月]、機能：アルギニンバソプレシン受容体。この受容体の活性は、ホスファチジルイノシトールカルシウムセカンドメッセンジャーシステムを活性化する G タンパク質によって媒介されます。,類似性:G タンパク質共役受容体 1 ファミリーに属します。,
	研究分野
	カルシウム;神経活性リガンド-受容体相互作用;血管平滑筋収縮;
	画像データ
	

	AVPR1B抗体を用いたCOLO細胞およびHepG2細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	AVPR1B 抗体を使用した HUVEC 細胞溶解物のウエスタンブロット分析。
	

	AVP受容体V3ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析

